



は じ め に
思うに，アングロ・アメリカン型の会計思考の下にあっては，会計と監査と
は，広い意味での会計という概念の内包として認識されてきたようにみえる。
１世紀も昔のこととはなるが，イギリスの会計士ピクスレ （ーFrancis W. Pixley）
の有名な会計３部門説は，建設部門（Constructive Branch），記録部門（Recording

















には，監査は現れてこない。ペッシェル出版（C. E. Poeschel Verlag）の「経
営経済学辞典」では，「会計ハンドブック」と「監査ハンドブック」は別






その昔，アメリカ会計士協会（American Institute of Accountants＝現在の
American Institute of Certified Public Accountants）が，１９１７年に「貸借対照表監
査に関する覚書（A Memorandum on Balance-Sheet Audits）」として作成し，同
年，「統一会計（Uniform Accounting ; a Tentative Proposal submitted by Federal
Reserve Board）」の名を冠して広く配布され，翌１９１８年には，これと同一内容
のものが，「公認貸借対照表作成方法（Approved Methods for the Preparation of
Balance-Sheet Statements）」と，そのタイトルを改めて再版された（これらは，





























































































































































































するサービス（Services performed by certified public accountants）」と題し，こ
れを， Examination of financial statements  Tax services Management















「貸借対照表監査に関する覚書（A Memorandum on Balance-Sheet Audits）」と
して作成したものが「統一会計（Uniform Accounting）」のタイトルによってい
ること，また，そのタイトルの下に「連邦準備局による仮提案（A Tentative Pro-















Statement）（のちに，財政状態変動表［Statement of Changes in Financial










































































































































































１）F. W. Pixley, Accountancy,１９０８pp.４～５…大田哲三著「会計学」昭和１８（１９４３）年 p.
２より。







４）レーマンの「経営計算制度の体系」は，M. R. Lehmann, Das Systematik des Rechnungs-
wesens des Betriebes und der Unternehmung,１９２９に現われ，のちに，「産業原価計算論」
（Industriekalkulation ５Aufl.１９６４）において補正している。（拙著「企業会計通論」初版昭
和５２（１９７７）年 p.４）






＊ EDV→ Elektronische Datenverarbeitung
５）American Institute of Accountants, Tentative Statement of Auditing Standards ; Their
Generally Accepted Significance and Scope,１９４７および AIA, Generally Accepted Auditing








７）AIA, Generally Accepted Auditing Standards,１９５４p.１３ General Standards２




















められた監査基準」（Generally Accepted Auditing Standards : Their Significance and Scope
１９５４）は，精神的独立性すなわち「公正不偏の態度」を強調している（pp.１３，２０～２１）。
この点は，この「監査基準」に先立って公表された「中間報告」（Tentative Statement of








５８ 松山大学論集 第１８巻 第４号
第８巻 平成１４（２００２）年
１１）サザーランド著・平田・井口訳「ホワイトカラーの犯罪」p.２４１
原著名 E. H. Sutherlamd, White Collar Crime１９４９
１２）N. J. Lenhart, P. L. Deflies, Montgomery’s Auditing,８th ed.１９５７pp.５～９
な お，７版１９４９年，（著者は８版の N. J. Lenhartの 他，R. H. Motgomeryお よ び A. R.
Jennings）でも，第１章には同様の見出しが見られるが，サービスの種類としては，財
務諸表に関する第三者意見（Independent Opinions on Finacial Statements）関与先に対す
る他のサービス（Other Services to Clients）公共的なサービス（Public Services）を挙げ
ている（pp.５～８）。





















計士協会の機関誌 Journal of Accountancyの論説に見られる（１９５７年６月号 p.２９）。また，
マネジメント・サービスを「最も価値あるサービス」であるとする説は，ホームズ（Arthur
W. Holmes）の著 Auditing, Principles and Procedure４th ed.１９５６p.１４に示されている。




















６０ 松山大学論集 第１８巻 第４号
